
ケ イ

聞

の
社
会
戯

評
を

経
て
、
絵
本

の
制
作

に
専

念
。
『
フ

ィ

ン
ラ

ン

ド

の
こ

び

と

た
ち

ト

ン
ト

ゥ
』

(
一
九

八
二
)
、

『
き

帖ミ
§
職
§

ミ
§

饕

ワ

ン
ワ

ン
丘
』
(八
〇
)
な

ど
、

フ

ィ

ン
ラ

ン
ド
文

化
を

楽
し

く
伝

え
る
絵

本
は
自

国

で
好
評

を
博

す
。
『
サ

ン
タ

ク

ロ
ー

ス
と

小
人

た
ち
』

(八
二
)
が

一
ニ
カ
国

で

翻
訳

出

版

さ
れ

て
以

来
、

世
界

的
人
気

を
獲

得
し

て

い
る
。　

　
　

　
　

(稲
垣
美
晴
)

ケ

　

ケ

イ

　
エ

レ

ン

国
=
Φ
昌

凶
①
鴇

一
八

四

九
～

一
九

二

六
　

ス

ウ

ェ
ー

デ

ン
の
女

流
思

想
家

。
地

主
貴

族

の
家

に
生
ま

れ
、

開

明
的

な
政

治
家

だ

っ
た
父
親

の
影

響
を

受

け
る
。

一
八
八

〇
年

か
ら
二

〇
年
間

、

ス
ト

ッ
ク
ホ

ル
ム

の
私
立

中
等

学
校

の
教

師

や
、
労
働

者
学

校

の
講

師
な

ど
を

経
験

し

た
後
、

著
作

活
動

に

入

っ
た
。

北
方

の
貧

し

い
農

業
国

か
ら

工
業

国

に
脱
皮

し

よ
う

と
す
る
大

き
な

変
動

の
時

期
を

迎
え

て

い
た

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
の

社

会
を

背
景

に
、
抑
圧

さ

れ

て

い
た
婦

人

や
児
童

の
解

放

を
主

張

す

る
大

胆

な
発
言

を
し

て
、

国
内

は
も

ち
ろ

ん
、

国
際

的

に

も

広
く

注
目

さ
れ

る
多
く

の
業
績

を
残

し

た
。
中

で
も

、

二
〇

世
紀

の
到
来

を
前

に
発

表

さ
れ

た

『
児
童

の
世

紀
』
(
一
九
〇
〇
)

は
、

国
際
的

な
反

響
を

呼

び
、
各

国

語

に
翻
訳

紹
介

さ
れ

て
、

今

世
紀
初

頭

の
児
童
中

心
主

義

思
想

や
、

新
教
育

運
動

の
バ
イ

ブ

ル
的
役

割
を
果

た

し
た
。

わ

が
国

で
も

一
九

〇
六

年

に
、

大

村
仁

太
郎

に
よ

り
ド
イ

ツ
語
版

か
ら

の
最

初

の
翻
訳

『
二
十
世

紀

は
児
童

の
世

界
』

が
出

た
。

そ

の
後
、

英
語

版

か
ら

の
原

田

実

訳

『
児
童

の
世
紀

』
(
一
六
)
が
出

て
広
く

普
及

し
、

現
在

は
原

語

訳

(七
九
、
小
野
寺
信

・
百
合
子
訳
)
も
出

て

い
る
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
(柳
沢
重
也

・
冨
田
博
之
)

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ
し
ま
い

　

兄

弟

け
い
て
い
　

「
姉
妹

」

と
同
時

に

発
行

さ

れ
た

少
年

雑

誌

。
国
学

院
大
学

出
版

部
。

一
九

〇
九

年

(
明
42
)
六
月
創

刊
、

一

二
〇

ぺ
ー

ジ
、

一
〇

銭
。

編
集

兼
発

行
人

目

黒
和

三
郎
名

儀

に

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

な

っ
て

い
る

が
、
編
集

担
当

は
畠

山

健

(
波
多
野
勤

子
の
父
)
、
遅

　
　

ホ

れ

て
藤

沢
衛
彦

が
担

当
。

同
大

の
教

授
陣

の
協

力
を

得

て
知
識

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ　　
　　　　
　　　　
　　ホ

情

報
読

み
物

が
書

か
れ
、

文
芸

読

み
物

は
、

三
島
霜

川
、

水
野

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

葉

舟
、

小
島
烏

水
、

服
部

躬
治

ら

が
主

に
執
筆

し

た
。

お
伽
噺

を

抜

け
出
る

小
説

風
な
志

向

が
み

ら
れ
、

全

体
と

し

て
均

整

が

と
れ

た
新
雑

誌
と

い
わ
れ

た
。　

　

　
　

　
　

　
　

(滑
川
道
夫
)

　

ゲ

イ

　
ミ

シ

ェ
ル
　

]≦
皆
ゴ
色

○
鋤
く

一
九
四

七
～
　

フ

ラ

ン

ス
の
イ

ラ

ス
ト

レ
ー
タ

ー
、
絵

本
作

家
。
父

は
ト

ラ

ン
ペ

ッ
ト

、

祖
父

は
ク

ラ
リ
ネ

ッ
ト
奏

者

の
音

楽

一
家

で
、
小

さ

い
こ
ろ

か

ら
、
音

楽
と
絵

の
才
能
を

認

め
ら

れ
、

ロ

ッ
ク

・
グ

ル
ー
プ

に

入

っ
て

レ

コ
ー
ド

も
出
す

。
絵

本

は

『
白

い
ふ
く

ろ
う

と
青

い

ね
ず

み
』
(
一
九
七
五
)
を

皮

切
り

に
、
『
バ
ラ

ン
テ
ィ

ヌ
』
シ
リ

ー

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ケ ス トナ ー

ズ

(八
〇
)
、

『
お

せ
乳

母
車

』
(八
三
)
な

ど
家

族
を

モ

デ
ル
に

し

た
も

の
、

『
お

お
か

み

の
ク

リ

ス

マ
ス
』
(八
〇
)
、

『
ビ
ブ

ン
デ
』

(八
四
)
の
動

物
も

の
な
ど

幅
広

い
。　

　
　

　

　

(末
松
氷
海
子
)

　
芸
術

自
由

教
育

け
馳

鷲

う
い
ー
　

児
童

文
化
研

究
誌
。

一
九

二

一
年

(大
10
)
一
月

に
日
本

自
由
教

育
協

会

と

い
う

団

体

に
よ

っ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ホ
　　　
　　　
　　　ホ
　　
　　　
　　　
　　　
ホ

て
創

刊
さ

れ
た

。
編
集

委

員

は
片
上

伸
、
北
原
白

秋
、
山
本
鼎

、

ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

岸

辺
福
雄

の
四

人
。

発

行

は
ア

ル

ス
社
。

こ
の
団

体

は
山
本

鼎

が
中

心
と

な

っ
て

い
た

児
童

自
由

画
協
会

が
母
体

と
な

っ
て
二

〇
年

一
二
月

に
成

立
し

た
も

の
。

編
集

委
員

の
顔

ぶ
れ

か
ら

も

　
　

　
　

　
　

　

　

わ

か
る
よ

う

に

「
赤

い
鳥

」

を
中

心
と

し

て
展

開
さ
れ

て
き

た

児
童

文
芸

運
動

の
発
展

途
上

で
誕

生

し
た
と

い

っ
て
よ

く
、

子

ど
も

の
個

性

や
創

造
意

欲
を

伸

ば
し
、

そ

の
世

界

に
芸
術
的

価

値
を

実

現
さ

せ
る

こ

と
を

目
的

と
し

た
。
詩
人

、
画
家

を

は
じ

め

と
す

る
芸
術

家

た
ち

が
学

校
教

育

の
改
造

に
積
極
的

に
た
ち

向

か
お
う

と

し
た

こ
と
は
歴

史
的

に
高

く
評
価

さ
れ

る
。
執

筆

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ
　　
　　　
　　　
　　　
　ホ　
　　　
　　　
　　　
　　ホ

者

に
は
右

の
四
人

の
ほ
か
、

有
島

武
郎

、
・
小
川
未

明
、
秋

田
雨

　
　

　
　

　
　

　

ホ

雀

、
土

田
杏
村

、

与
謝

野
晶

子
、

西
村

伊
作

ら
も
加

わ

っ
て
お

り

、
彼

ら

の
論
文

と

児
童

の
作

品
な

ど

が
掲
載

さ
れ

た
。
白

秋

の
代

表

的
な

童
謡

論

『
童

謡
復

興
』
(創
刊
号
)
や

『小
学

唱
歌

歌

詞

批
判

』
(
一
〇
号
)
、

片
上

伸

『文

芸
教
育

論
』
(創
刊
号
)
、
山

本

鼎

の

『
自
由

画

教
育

の
反
対

者

に
』
(創
刊
号
)
も

こ

の
誌

に
発

表

さ

れ
た
。

そ

の
ほ
か
、

自
由

教
育

協
会

が
催
し

た
展
覧

会

や

講

習
会

な

ど
、
大

正

期

の
芸
術

教
育

運
動

の
実
相

が
記
さ

れ

て

い
る
。

同
年

の

=

月

号
を
も

っ
て
終
刊

。　

　

　

(中
野

光
)

　

劇

画

げ
き
が

リ

ア

ル
な
画

風

と
実

録

的
素

材

か

ら
な

り
、

　

　
　

　
　

　
　

　

笑

い
を
無

視

し
た
漫

画

の
こ
と
。

名

称

の
起
源

は
、

芝
居

の
看

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

板
絵

「
劇
画

」

か
ら
と

い
う
説

と
、

紙
芝

居

の
旧
称

「
画

劇
」

か

ら
と

い
う

説
と

が
あ

る
。
直
接

的

に
は
、
大
阪

の
劇

画
誌

「
影
」

(
一
九
五

七
)
に
拠

っ
た
若

き
劇

画

家

た
ち

が
、

一
九
五

〇

年
代

.の
主
流

で
あ

る
手

塚
漫

画
と

は
違

っ
た
方

向

で
、
画

風
を

切

り

開

こ
う

と

し
た
動

き

の
中
か

ら
生
ま

れ

た
。
さ

い
と
う
た

か
お

、

佐

藤
ま

さ
あ

き
、

桜
井

昌

一
、

辰

巳

ヨ
シ
ヒ

ロ
な

ど

の
人
た
ち

で
あ

る
。
彼

ら

は

「
劇

画
工
房

」
な

る

運
動

グ

ル
ー
プ

を
結
成

し
、

「
影
」

「
街
」

「
摩

天
楼
」

「
無

双
」

「
刑
事

」
な

ど
、

お
も

に

貸

本
屋

向

け

の
短
編
誌

を
中

心

に
し

て
、
過

激
な

ア
ク

シ

ョ
ン

と

ス
リ
リ

ン
グ

な
ド

ラ

マ
展

開

で
、
中

高
生

以
上

の
フ

ァ
ン
を

　

　
　

　
　

ホ　　
　　　
　　　
　　　
　　

つ
か

ん
だ
。

白

土
三
平

、
水

木
し

げ

る
、
永

島
慎

二
な

ど

の
ち

に
知

ら
れ

る
漫

画
家
も

、

そ
う
し

た
貸

本
劇

画

の
土
壌

か
ら

登

場

し

た

の
で
あ

る
。

六
〇
年

代
中

期

に
は
大

手

の
雑
誌

が
、

こ

の
新

興

の
劇
画

の

エ
ネ

ル
ギ
ー
を

吸
収

し
、

七

〇
年
代

初

期
に

劇

画

ブ

ー

ム
を

生

み
出
し

た
。　

　

　

　

　

　

　

(竹
内
オ
サ
ム
)

　

ケ

ス
ト

ナ

ー
　

エ
ー
リ

ヒ

国
ユ
o
げ
囚
餌
ωε
9

一
八
九
九
～

一

九
七
四
　

ド
イ

ツ
の
作

家
、
詩

人
、
劇
作

家
、
児

童
文

学
作
家

。

ド

レ

ス
デ

ン
に
皮
職

人

の
息

子

と
し

て
生

ま
れ

る
。

(近
年
、
実

の
父
親

は
、

ユ
ダ
ヤ
人
医

師
チ

ン

マ
ー

マ
ン
で
あ

っ
た

こ
と

が
判

明
)
。
師

範
学

校

に
入
学

し
た

が
、
軍

隊

に
召
集

さ

れ
、
健

康
を

害
す

。
敗

戦
後

、
ラ
イ
プ

チ
ヒ
大

学

で
、
ド
イ

ツ
文
学

、
歴

史
、

哲
学

、
演

劇

史
、

フ
ラ

ン
ス
文
学

を
学

ぶ
。

一
九

二
五
年

「
フ

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ケ ス トナ ー

リ
ー
ド

リ

ヒ
大
王

と
ド

イ

ツ
文
学

」

で
博

士
号
を

取
得

。

ラ
イ

プ
チ

ヒ
で
新

聞
記

者
と

な

る

が
、
筆
禍

事
件

で
新

聞
社

を
解

雇

さ
れ
、

ベ
ル
リ

ン
に

い
き
、

劇

評
と
詩

作

に
専
念

す

る
。

二
八

年

に
出

版
さ

れ

た
風
刺

詩
集

『
腰

の
上

の
心
臓
』

に
よ

っ
て
、

新

進
気

鋭

の
風
刺

詩
人

と

し

て
注
目

さ
れ

る
。
さ

ら

に
、

ラ
イ

プ
チ

ヒ
時
代

か

ら
寄
稿

し

て

い
た
週
刊

誌

「
世
界

舞
台

」

の
出

版
者

E

・
ヤ

コ
ブ

ソ

ン
女
史

の
勧

め

で
書

い
た

子
ど
も

向

け

の

小
説

『
エ
ー

ミ
ー

ル
と
探

偵
た

ち
』
(
一
九
二
八
)
の
成
功

に
よ

っ

て
、

ケ

ス
ト
ナ

ー
は
世

界
的

児
童

文
学

作
家

と
な

る
。

そ

の
後

も
、
実

用
抒

情
詩

と
自

ら

名

づ
け
た
詩

集

『
鏡

の
中

の
騒
ぎ

』

(二
九
)
、

三

〇
年
代

の

ベ
ル
リ

ン

の
生
態

を

戯
画

化

し

た
小

説

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

モ　
ラ
　
ル

『
フ

ァ
ビ

ア

ン
』
(一一=

)
を
大

人
向

け

に
、
市

民
生

活

の
健
全

化

を
子

ど
も

に
託

し

て
描

い
た
小

説

『点

子
ち

ゃ
ん

と

ア

ン
ト

ン
』

(三
〇
)
、
空
想

物

語

『
五
月

三
十

五

日
』
(
三

一
)
を

子

ど
も
向

け

に
書
く

。

こ

の
時

代

に
、

ヘ
ル

マ

ン

・
ケ
ス

テ

ン
、

オ
シ

ェ
ッ

キ
ー
、

ト

ウ

ホ

ル
ス
キ
ー

、

A

・
ツ
バ
イ

ク
、

E

・
オ

ー
ザ

ー
、

W

・
ト
リ

ヤ
ー

ら
と
親

交

を
結

び
、
保

守

的
反
動

的
芸

術
観

・

政
治
観

に
対
し

、
批

判
を

続
け

る

が
、
三

三
年

に
は
、

ナ
チ

ス

に
よ

り
執
筆

を
禁

じ

ら
れ

る
。

多
く

の
作
家

た
ち

が
、

亡
命

す

る
中

で
、

二
度

ゲ

シ

ュ
タ

ポ

に
逮
捕

さ
れ

な

が
ら

も

ベ

ル
リ

ン

に
と

ど
ま

る
。
ナ

チ

ス
時
代

『
雪

の
中

の
三
人

男
』
(
三
三
)
、
『
消

え
失

せ
た

密
画

』

(三
五
)
な

ど
を

ス
イ

ス
の
出

版
社

か

ら
発

表

し
た

が
、

四

二
年

に
は
、

完
全

に
出

版
も

禁
止

さ
れ

る
。

そ

の

間
、

子
ど

も
向

け

の
作

品

と
し

て

は
、

『
飛
ぶ
教

室
』
(三
三
)
、

『
エ
ー
ミ

ー

ル
と

三
人

の
ふ
た

こ
』
(三
四
)
、

再
話

作

品

『
テ

ィ

ル
・オ
イ

レ

ン
シ

ュ
ピ
ー

ゲ

ル
』
(三
八
)
が
出
版

さ
れ

た

に
過
ぎ

な

い
。
四
五
年

、
身

に
危

険

が
迫

り
、
映
画

ロ
ケ
隊

に
紛

れ
て
、

チ

ロ
ー

ル

へ
逃
げ

る
。
戦
後

、

「
新
新

聞
」
の
文

芸
欄

編
集

長
と

な

り
、

各
方

面

で
活
躍

し
は
じ

め

る
。

青

少
年

雑
誌

「
ペ
ン
ギ

ン
」
を

通
じ

て
、

戦
後

の
混
乱

の
中

で
望

み
を

失

っ
て

い
る
青

少

年

に
励
ま

し
と

助
言
を

与
え

た
り

、
「
子

ど
も

の
本

を

通
じ

て

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　

の
国
際

理
解

」
を

訴
え

る

レ

ッ
プ

マ
ン
女

史

に
協
力

し

て
、
国

際

児
童

図
書

評
議

会
や
国

際
児

童
図
書

館

の
設

立

に
も
尽
力

す

る
。
児
童
文

学
作

品
と

し
て

は
、
『動

物

会
議

』
『
ふ
た

り

の

ロ

ッ

テ
』

(
以
上
四
九
)
、

『
サ
ー

カ

ス
の
小
び

と
』

(六
三
)
な

ど
が
戦

後

出
版

さ
れ

た
。

七
四
年
食

道

が
ん

の
た

め

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
の
病

院

で
死

去
。

ヶ

ス
ト
ナ

ー
は
、

従
来

の
子

ど
も

の
本

に

み
ら
れ

た
従
順

で
、
行
儀

の
よ

い
子
ど
も

と

い
う

理
想
像

の
代

わ

り
に
、

自

立

し
、
賢

く
、
協

調
性

を
も

ち
、

自
分

の
人

生
を

理
性

的

に

生
き

る
子

ど
も
を

描
き
、

同
時

に
現

実

に
横
た

わ

る
問
題
を

取

り
あ

げ
る

こ
と

で
、
児
童

文
学

に
新

し

い
リ

ア
リ

ズ

ム
を
も

た

ら
し

た
。

[
エ
ー
ミ

ー

ル
と

探
偵
た

ち
]
研

硲

鍵

　

肉
§
畿

§

蹴

ミ
Q

b
鳴
紺
ミ
帖竃

少

年
小

説
。

一
九

二

八
年
。
子

ど
も

の
た

め

に
書

い

た
最
初

の
作

品

で
あ

り
、

こ

の
作

品

に
よ

っ
て
児
童

文
学
作

家

と
し

て

の
ケ

ス
ト

ナ
ー

の
資

質

は
高

く
評

価
さ

れ
、

世
界
中

の

子
ど
も

か
ら
愛

さ

れ
る
作
家

の

一
人

と
な

る
。

貧
し

い
母

子
家

庭

の
少

年

工
ー

ミ
ー

ル
が
、

ベ

ル
リ

ン
に
住

む
親
戚

に
会

い
に

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ケ ロ ツ ク

い
く

途
中

の
汽
車

の
中

で
、

山
高

帽
を

か

ぶ

っ
た
男

に
お
金
を

盗
ま

れ

て
し
ま
う

。

い
と

こ
を

は
じ

め
大
勢

の

ベ
ル
リ

ン
の
子

ど
も

た
ち

の
協
力

に
よ

っ
て
、

そ

の
男
を

追

い

つ
め
、
無

事

お

金
を

取
り
戻

す

一
種

の
探
偵

物

語
。　

　

　

　

　

　

(田
中
安
男
)

　
ゲ

ー

テ
　

ヨ

ハ
ン
　

ヴ

ォ

ル
フ
ガ

ン
グ

・
フ
ォ

ン

}
o
冨

目

♂<
O
罵
σQ
9。
昌
σq
<
8

0
0
Φ
曁
Φ

一
七
四
九
～

一
八
三
ニ
　
ド

イ

ツ

の

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
ホ

作
家

、
詩

人
。

ゲ
ー

テ

に
も

『
新

メ

ル
ジ
ー
ネ

』
と

い
う

メ

ル

ヘ
ン
が
あ

る

が
、
子

ど
も

の
た

め

の
も

の

で
は
な

い
。

ゲ

ー
テ

自
身

「
私
は

子
供

の
た

め
に
何

も
書

い
た

こ
と
が
な

い
。

二
十

歳

の
大

き
な

子
供

の
た

め

に
さ

え
書

い
た

こ
と
が
な

い
の
だ
」

と

、

エ
ッ
カ

ー

マ
ン
に
語

っ
て

い
る

(
エ
ッ
カ
ー

マ
ン
『
ゲ
ー
テ
と

の
対
話
』
)
。
し

か
し
、
彼

の
作

品
は

生
前

か
ら

す

で
に
教
科
書

に

採

録
さ

れ
、
学

校
教

育

を
通

じ

て
子
ど

も

た
ち

に
親

し
ま

れ
て

き

た
。

詩
や

『
詩

と
真
実

』

『
イ

タ
リ

ア

の
旅
』
な

ど

の
抜
粋

が

そ
れ

で
あ

る
が
、
年

齢

が
も

っ
と

上

に
な

る
と
さ

ら

に

『
エ
グ

モ

ン
ト
』

や

『タ

ウ
リ

ス
の
イ

フ

ィ
ゲ
ー

ニ
エ
』

が
加
わ

る
。

教

科
書

以
外

で

は
、
詩

『魔

法
使

い
の
弟

子
』

が
挿
絵

入
り

で

発
行

(
一
九
六
五
)
さ

れ
、
叙

事
詩

『
ラ
イ

ネ

ケ
狐
』
は
、
繰

り
返

し

て
児
童
向

け

の
書

き

直

し
が
試

み
ら
れ

て

い
る
。
最

近

の
も

　
　

　
　

　

ネ

の
と

し

て

は

ヤ
ー

ノ

シ

ュ
の
絵

本

版

(
六
三
)
が
あ

げ

ら

れ

よ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(関
　
楠
生
)

　

ケ

ラ
ー

　
ゴ

ッ
ト

フ
リ

ー
ト

O
o
洋
ヨ

Φ
α

内
Φ
=
9

一
八

一

九
～
九
〇
　

ス
イ

ス

の
作
家

。

は

じ
め

画
家

や

劇
作

家
を

志
す

が
大

成

せ
ず
、

小
説
家

に
転
じ

る
。

芸
術

家
志

望

の
主

人
公

の

挫

折
を

描

い
た
自

伝
的

長
編

『緑

の

ハ
イ

ン
リ
ヒ
』

(
一
八
五
四

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ネ

～
五
五
、
七
九
～
八
〇
改
稿
)
は
、

ゲ
ー

テ

の

『
ヴ

ィ
ル

ヘ
ル
ム

・

マ
イ

ス
タ

ー
』

と
並

び
、

ド
イ

ツ
教
養

小

説

の
代

表
的

作

品
と

さ
れ

る
。

の
ち

チ

ュ
ー
リ

ヒ
州

の

一
等

書

記
官

と
な

る

が
、

ス

イ

ス

の
市

民
や

農

民

の
姿

を
優

し
さ

と

ユ
ー

モ
ア
を

込
め

て
描

い
た

短
編

を
数

々
発

表
す

る
。　

　

　

　
　

　

　

(若
林
ひ
と
み
)

　

ケ

ル

ン
　

ル
ド

ヴ

ィ

ッ
ク

ピ
巳

鬢
涛

富
『
N
図

囚
Φ
ヨ

一
九

二
九
～
　

ポ

ー
ラ

ン
ド

の
詩

人

、
作
家

。
風

刺
詩

人

之
し

て
も
著

名

だ
が
、

子

ど
も

た
ち
少

年
少

女
向

け

の
作

品

が
極

立

っ
て

い

る
。

洗
練

さ

れ
た

上
質

の

ユ
ー

モ
ア
と
軽

い
風
刺

の
き

い
た

物

語

が
持
ち

味

で
、
と
く

に
会
話

の
セ

ン
ス
は
抜

群

で
あ

る
。
『
す

ば

ら
し

い
フ

ェ
ル
デ

ィ
ナ

ン
ド
』
(
一
九
六
三
)
、
続

編

『
お
き

な

さ

い
フ

ェ
ル
デ

ィ
ナ

ン
ド
』
(
六
五
)
、

『ぞ

う

の
ド

ミ

ニ
ク
』
(
六

四
)
な

ど
動

物
を

主
人

公

に
し
た

フ

ァ
ン
タ
ジ

ー
が
多

い
。

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

(内
田
莉
莎
子
)

　

ケ

ロ

ッ
グ

　
ス

テ
ィ
ー
プ

ン
　
ω
8
<
Φ
口

丙
Φ
=
o
ひq
σq

一
九
四

六
～
　

ア

メ
リ
カ

の
絵
本

作
家

。
"
子
ど

も
も

一
人

一
人

が
独

立

し
た
個

性

で
あ

る
以

上
、

一
冊

の
本

が
す

べ
て

の
子

ど
も

に
受

け

い
れ
ら

れ
る
筈

が
な

い
の
で
、

幅
広

い
種
類

の
絵
本

が
必
要

で
あ

る
"

と

い
う

信
念

の
も

と

に
自
作

、

他
作

と
を

問
わ
ず

、

そ

の
特

質
を

的

確

に
捉
え

ら
れ

る
画
材

を

選

び
、
画

風
を

つ
く

り
出
す

上

で
、
卓
抜

し
た
才

能
を

発

揮
し

て

い
る
。
『
あ

ー

の
る

ど

の
お
ね

が

い
』
(
一
九
七

一
)
に
み

ら
れ

る
よ

う

に
、
子

ど
も

と

動
物

と

の
交
流

を
描

い
た
作
品

が
多

い
。　

　

　

(金
平
聖
之
助
)
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ケ ン エ

　

玄

恵

げ
ん
え

生
年
不
詳
～

=
二
五
〇
(
?
～
観
応

1
)

南

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

げ
ん
ね

北
朝

時
代

に
活

躍
し
た
学

僧

、
文

人
。

玄
慧

と
も

。
独
清

軒

、

健
叟

な
ど

と
号

し
た
。

台
密
を

学

ん

で
法
印
権

大

僧
都

と
な

っ

た

が
、
漢
学

・
和
学

に
も
通

じ
、

詩
歌

を
得
意

と

し
た
。

鎌
倉

末
期

の
元
応

元
年

(
;

=

九
)
、

持

明
院
殿

の
殿

上

で

『
論
語

』

を
談

じ

て
花

園
上
皇

に
認
め

ら
れ

、
正
中

元
年

(
二
四
)
、
南

宋

の

魏
慶

之
編

『詩

人
玉

屑
』
(詩
論
)
に
加

点

し

て
禅

家

の
詩
僧

に
も

知
ら

れ
る
よ

う

に
な

っ
た
。
南

北
朝

期

に
入

り
、
武

家
方

に
重

ん
じ

ら
れ
、

建
武

三
年

(三
六
)
「
建
武

式
目

」
の
起
草

に
参

加

、

と
く

に
足
利

直
義

の
恩
顧

を
受

け

た
。
児

童
文

化
史

・
教

育
史

の
上

で
は

『
庭
訓

往
来
』

の
作

者

に
擬

せ
ら
れ

て
著

名
。

同
往

来
は

、
武
家

お
よ

び
民
衆

の
営

む
生

活
万

端
を

内
容

と
し

た
教

科
書

で
、
中

世

・
近

世

・
近
代

初
頭

の
約

五
世

紀
間

、
驚

異
的

普

及
を

遂
げ

た
児
童

用
手
本

で
あ

る
が
、

玄
恵

撰
作

の
確

証

は

な

い
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(石
川
松
太
郎
)

　

研
究
社

鴇

き
。
う
　

出
版

社
。

一
九
〇

七
年

(明
40
)
小
酒
井

五

一
郎

の
設
立

に
か

か
り
、
英

語
教

育

関
係

の
雑

誌

・
書

籍

・
辞

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

典

類

の
発
行
を

主
軸

と
し

た
。
大

正
中

後

期

に
は
酒
井

朝
彦

な

ど
を
編
集

者

に
迎
え
、

児
童

向

け

の
雑

誌

「
お

は
な
し

」

「
五

・

六
年

の
小
学
生

」

「女
学

生
」
な

ど
を
創

刊

、
ま

た
児
童

図
書

の

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

出

版
も
試

み
た
。

児
童

文
学

史

に
残

る
出

版
と

し
て
、

小

川
未

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
ホ

明

『
あ

か

い
さ

か
な
』
(
一
九
二
四
)
、
竹

久
夢

二

の
童

話
集

『春

』

　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

『
凧

』

(以
上
二
六
)
、
島

崎

藤
村

『
を

さ
な

も

の
が
た

り
』

(
二

四
)
、

『力

餅
』

(二
六
)
な
ど

が
あ

る
。　

　
　

　

(金
平
聖
之
助
)

　

現
代

漫
画

大
観

醐
醜

駕

ん
　

近
代

日
本

に
お

け
る
最

初

の
漫

画

の
叢

書
。

一
九

三
八
年

、

田

口
掬

汀

の
主

宰
す

る
中
央

美

術

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

社

よ
り

刊
行

。

日
本

の
漫
画

は
近
代

以
前

の
鳥
羽

絵
よ

り
あ

っ

た

が
、

大
正

中
期

に
至

り
、

デ

モ
ク

ラ
シ
i

思
潮

の
高

揚

の
中

で
政
治

風
刺

漫
画

を
主
軸

と

し

て
多

彩

な
展

開
を

示
し
、

こ
の

叢
書

は
そ

の
収
穫

の
意
味

を
担

っ
た
。
第

四
巻

に

『
コ
ド

モ
漫

　
　
　

　
　

　
　
ホ　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
ホ

画

』
編

が
あ

り
、
宮

尾
し

げ
を

『猿

飛
佐

助
漫

遊
』
、

坂
本

牙
城

『春

は
逝

く

逝
く

』

な

ど
を
収

め
、

児
童

漫

画

の
市

民
権

獲
得

の
第

一
歩

と

評
価

さ
れ
よ

う
。
　

　

　

　

　

　

　

　
(二
上
洋

一
)

　

ケ

ン
ダ

ル
　

キ

ャ

ロ
ル
　

O
贄
9

内
Φ
昌
α
9。
=

一
九

一
七
～

ア
メ

リ
カ

の
フ

ァ
ン
タ

ジ

ー
作
家

。

『
搴

鳴

9

§
§
鼕

G
§

ギ

ャ
メ

ッ
ジ

・
カ

ッ
プ
』

(
一
九

五

九
)
と

そ

の

続

編

『
憲

Q

ミ
ミ
愚
ミ

鼠

○
ご
簿
§

グ

ロ

ッ
ケ

ン
の
さ
さ

や
き

』
(六
五
)
が

代
表

作
。

こ

こ
で
荒

野

に
住

む

ミ

ニ
ピ

ン
族
と

い
う
作

品

設
定

は
架

空

の
も

の
だ

が
、

か

れ
ら

が
悪
意

を

も

つ
マ

ッ
シ

ュ
ル
ー

ム
軍

の
侵

略

に
打
ち
勝

つ
と

い
う

話

に
は

、
生
存

を

か
け

た
戦

い
を

描
く

リ

ア
リ

テ
ィ
ー

が
あ

る
。
個

の
尊

厳

と
同
時

に
社

会

参
加
を

テ
ー

マ
に
す

る

こ
と
も
、
若

い
読
者

向
け

と

い
え
よ
う

。

平
易

な
文

体

が
読

み

や
す

い
。　

　

　

　

　

　

　

　

(谷
本
誠
剛
)

　
厳

文

井

親

せ
い
ー

↓

ィ

エ
ン

ウ

ェ
ン
チ

ン
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